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事務担当課 中央図書館  

  

議 事 

１ 令和２年度事業経過報告について 

２  令和３年度の重点目標 （案） 

３ 令和３年度 活動方針 （案） 

４ 図書館運営全般について 

結  果 ○新型コロナウィルス感染防止のため、書面にて開催し、これをもって、

山陽小野田市図書館協議会規則第３条に定める会議とし、図書館協議

会の会議の成立の旨を報告した。   

○議事 

１ 令和２年度事業報告について 

事務局から、令和２年度中央図書館、厚狭図書館の事業経過について書

面にて報告。 

（主な意見） 

・コロナ渦での休館もあり、昨年度の比較が難しい中、予定されてい

たイベントや事業が減り、変更を余儀なくされて大変だったと思う。

定期事業などは参加者数の平均の増減があり、高齢者の多い会はやは

り減ってしまっていることが目についた。 

・コロナ禍の事で前年と比べることはできないが、大変な中、いろい

ろと工夫され、行事もそれなりにこなしてこられたことは、評価すべ

き事と思われる。 

 

２ 令和３年度の重点目標（案）について 

事務局より令和３年度の重点目標（案）（中央図書館・厚狭図書館）に

ついて書面にて説明。 

（主な意見） 

・読書バリアフリー法が制定され、視覚障害者等へのサービスの充実

が求められる中、点訳者やデイジー製作者など、人材育成も必要とな

ってくると思われる。なかなかボランティアグループだけの力では、

人材の確保、養成が困難になっている昨今、図書館として将来、人材



の養成など、どのように考えておられるか、お聞きしたい。（ボランテ

ィアグループとして将来的に大変不安を感じているので、良いアドバ

イスをいただきたい。） 

 

３ 令和３年度 活動方針（案）について 

事務局より令和３年度 活動方針（案）（中央図書館・厚狭図書館）に

ついて書面にて説明。 

（主な意見） 

・図書館フェスティバルでは、理科大の科学実験コーナーは大変人気

のあるブースであるが、夏休み等、長期の休み中など子供対象に理科

大と連携関係が強化される中、科学実験など実施されてみてはどうか

と思う。 

 

４ 図書館運営全般について 

（主な意見） 

・小中学生に一人一台のタブレット端末が整備された。これを活用し

た読書の推進ができればと思う。 

・将来の読み手、読み語り手を育成するために各小中学校の代表児

童、生徒を各校の読書推進リーダーに任命し、研修を行い、各校で普

及啓発を図るような取組も効果的だと思う。 

・図書館フェスティバルにおいて、多くのボランィアが必要となる。

随筆カフェや詩（ポエム）カフェなどの方々にも協力をお願いするこ

とはできないものか？ 

 

                             以上 

 


